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知ってますか？





実現しているのは？



機能は既に１００以上



AI時代に足りないことは？

すごく便利だけど自然言語操作できない



だから実装しちゃいました



AIと会話で課題解決



課題解決の敷居が更に下がる



既存機能はどんどん統合



既存機能はどんどん統合

例えばデータフローダイアグラム

クライアントソフトウエア Webアプリケーション



オブジェクト解析

オブジェクト ソースメンバ

ソース解析

IBM i
AS/400 リポジトリ

コード概要
説明要約

コード仕様
詳細説明

コード説明

オブジェクト
レベルフロー
リスト

データフロー
リスト

オブジェクト
レベルサーチ

変数レベル
サーチ

ビジネスルール
レベルサーチ

プログラム
ロジック評価

構造分析 影響分析 複雑度分析

〈 〈〈

Web ブラウザ(NLP)

LLM （Claude or Gpt)
RAG 

リポジトリ＆LLMの強力タッグ

RAG（Retrieval-Augmented Generation）の技術を用いて、
X-AnalysisリポジトリとAIが連携。表層的な情報ではなく、
裏付けある確かな回答を生成します。



X-Analysis 

リポジトリ

解析済みコード情報

オブジェクト依存関係・
CRUD・データモデル・
メトリクス情報

RAG モデル

質問理解＋関連検索
自然言語応答生成

LLM

自然言語コード解説
設計意図の補完

ユーザー
（エンジニア）

質問・要約指示
理解結果の確認

ユーザーアプリケーション→ X-Analysisリポジトリ→ RAG検索→ LLM応答→ユーザー提示

X-AnalysisとLLMの連携構造



コードアシスト機能もプラス

ソースコード概要説明
ソースコード詳細説明
テストケース生成
・・・・・
その他
自然言語でコードの
理解を加速させる



リポジトリ連携のメリット①



リポジトリ活用のメリット②



若手エンジニアのレガシー資産理解を加速する技術シナリオ
 ■ ゴール

 自然言語によるコード解説・設計情報の自動抽出・テストパターン生成を組み合わせ、2〜4週間で対象サブシステムの理解と安全な変更着手を可能にする

 ■ 対象

 IBM i（RPG/COBOL/CL、DB2 for i）等で構成されたレガシー業務アプリケーション

 ■ 全体像

 ① X-Analysisリポジトリに資産を完全解析→依存・データフロー・画面/バッチ構造を可視化

 ② RAG連携LLMにより自然言語Q&Aでコードを説明

 ③ 設計情報（CRUD、エンティティ、入出力IF、制御パターン）を自動抽出し設計ビュー化

 ④ 代表シナリオからテストデータ・テストパターンを自動生成、回帰影響範囲で優先度付け

 ■ 具体フロー（1スプリント＝2週間想定）

 Day 1–2: 解析実行・リポジトリ整備／主要ユースケース選定

 Day 3–5: 自然言語Q&Aで業務ルール・例外処理を把握→設計ビューへ確定

 Day 6–8: CRUDとデータフローからテストパターン自動生成→不足分を追加入力

 Day 9–10: テスト実行／影響範囲の変更方針レビュー→安全な改修計画を合意

 ■ 生成物

 要約レポート（自然言語のコード解説/Q&Aログ）

 設計ビュー（モジュール構造、データモデル、IF仕様）

 テスト資産（テストパターン・テストデータ・トレーサビリティ表）

 ■ KPI/効果

 理解リードタイム ▲50–70%

 仕様漏れ/手戻り ▲30–50%

 回帰テスト工数 ▲30%（代表パターン化）



技術シナリオ図解：若手エンジニアの理解促進フロー

解析

資産

コード解析

依存・構造の
可視化

自然言語
Q&A

RAG連携

LLMで
コード/説明

設計抽出

CRUD・
IF情報等を
設計ビュー化

テスト
生成

代表シナリオ
から

テストパター
ン生成

ナレッジ
化

理解成果を
レポート化
技術継承に
活用

利用技術構成：X-Analysisリポジトリ + LLM (RAG連携) + 自動設計抽出 + テスト生成エンジン



スプリント時系列図（2週間サイクル例）

Day 1–2
解析実行・
リポジトリ整備

Day 3–5
自然言語Q&Aで業

務理解

Day 6–8
設計ビュー確定・
テスト生成

Day 9–10
影響範囲分析・改
修方針レビュー

✓Day 1–2: 解析実行・リポジトリ整備／主要ユースケース選定

✓Day 3–5: 自然言語Q&Aで業務ルール・例外処理を把握→設計ビューへ確定

✓Day 6–8: CRUDとデータフローからテストパターン自動生成→不足分を追加入力

✓Day 9–10: テスト実行／影響範囲の変更方針レビュー→安全な改修計画を合意



まとめ





THANK YOU

https://x-analysis.jp/ai

https://x-analysis.jp/tech/tag/AI
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